














Emergency Communication  
 








































(1） a. 明日は晴れるらしいよ。 
 b. じゃあ、運動会は開催されるね。 
 c. せっかく新しい傘を使おうと思ったのに。 











 a. 不確かなコンテクスト的想定を確定化（強化）する場合 
 b. コンテクスト的想定と矛盾し、誤った想定を放棄する場合 
 c. コンテクスト的想定と結びつき、コンテクスト的含意（contextual 
implication）を引き出す場合 































































a. Head down! 
b. Keep down! 
c. Grab your ankle! 
























































(5) a. 今日は宿題しないの。 
 b. しないよ。 













(6) a. Come this way! 
 b. Go that door! 
 c. Shoes off! 
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   ①話し手の意図が伝わる表現なら、短ければ短い方が良い。 
   ②文法的に非文となっても、相手の推論で復元できる構成素は省略する。 
   ③文法的、論理的に解釈が複雑な文は避ける。（特に否定語は使用しない） 






(3)’ a. Head down! （頭を下げて） 
 b. Keep down! （そのままで） 
 c. Grab your ankles! （足首をつかんで） 
 d. Hug knees! （膝をかかえて） 
 
(6)’ a. Come this way! （こちらに来なさい） 
 b. Go that door! （あちらのドアへ行きなさい） 
 c. Shoes off! （靴をぬいで） 
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(8) a. コンテクストとは、発話が行われる場所での物理的環境または状況を指す。 
 b. コンテクストとは、発話より前に起こった（ときには後で起こる）文章や会
話（談話）を指す。 









(9) a. 今、準備運動のストレッチをやっている。 
 b. 命令をしているのは、体育の先生である。 
 c. ストレッチは体の筋肉を伸ばす必要がある。 





















































































































































































Sperber, D. and Wilson, D. (1997), Relevance, communication and cognition, second edition, 
Blackwell Publishers 
Carston, R. (2002) “Thoughts and Utterances, The Pragmatics of Explicit Communication,” 
Blackwell Publishers. Ltd. John Benjamins Publishing Company. 
 
（2011年９月14日受理） 
